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本
書
（
『
「
女
性
史
」
を
生
き
た
社
会
学
研
究
者
の
生
涯
―
血
さ
わ
ぎ
心
躍
る

日
々
―
』 

鎌
田
と
し
子
著 

文
藝
春
秋
企
画
出
版
部 

２
０
２
４
年
２
月
）
は
、

社
会
学
研
究
者
、
鎌
田
と
し
子
氏
（
東
京
女
子
大
名
誉
教
授
）
の 

自
伝
で
あ

る
。
鎌
田
ゼ
ミ
で
卒
業
論
文
を
書
い
た
教
え
子
た
ち
に
贈
る
目
的
で
書
か
れ
、

私
家
版
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。 

第
１
部
は
、
私
が
生
き
た
「
女
性
史
」
で
あ
る
。 

タ
イ
ト
ル
に
も
な
っ
て
い
る
、「
女
性
史
」
を
生
き
た
、
と
は
ど
う
い
う
こ
と

か
。
母
、
娘
、
孫
へ
と
、
女
性
の
解
放
へ
の
希
望
が
続
い
て
い
く
物
語
は
沢
山

あ
る
。
し
か
し
、
著
者
は
、
こ
の
何
代
も
か
か
る
よ
う
な
「
女
性
史
」
を
一
身

で
体
現
す
る
の
で
あ
る
。
１
９
２
９
生
ま
れ
の
著
者
は
、
開
明
的
な
家
庭
に
育

っ
た
が
、
戦
時
下
の
高
等
女
学
校
時
代
は
学
徒
動
員
で
勤
労
奉
仕
、
修
学
年
限

も
短
縮
さ
れ
た
う
え
、
敗
戦
の
ど
さ
く
さ
で
卒
業
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
世
代

で
あ
る
。 

中
学
１
年
間
し
か
学
べ
な
か
っ
た
学
力
で
社
会
に
放
り
出
さ
れ
た
著
者
が
、

自
立
す
る
た
め
に
大
学
に
入
り
直
し
、
悪
条
件
の
中
で
赦
さ
れ
る
道
を
探
し
な

が
ら
１
歩
１
歩
登
っ
て
い
き
、
遂
に
研
究
者
の
職
を
得
る
と
い
う
物
語
は
、
爽

や
か
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。
し
か
し
昭
和
一
桁
生
れ
の
戦
争
体
験
は
学
年
ご
と
に

全
く
異
な
る
こ
と
は
仄
聞
し
て
い
た
が
、
戦
後
男
性
の
多
く
が
学
業
に
復
帰
し

た
の
に
対
し
、
女
性
は
「
結
婚
こ
そ
が
女
の
幸
せ
」
と
ば
か
り
に
体
よ
く
片
付

け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
就
学
期
間
の
欠
落
は
自
立
を
志
す
女
性
に
と
っ
て 

   

強
力
な
バ
リ
ア
と
な
っ
て
い
く
。
こ
の
バ
リ
ア
を
乗
り
越
え
て
進
む
格
闘
史
は

容
易
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
は
ず
だ
が
、
疾
走
感
の
あ
る
文
章
で
綴
ら
れ
て
い

く
。
学
び
の
末
に
、
著
者
は
日
本
社
会
の
特
質
で
あ
る
経
済
の
二
重
構
造
が
階

層
間
格
差
の
元
凶
で
あ
る
と
見
て
社
会
調
査
に
没
頭
す
る
。
そ
の
過
程
で
、
労

働
研
究
の
砦
と
な
る
「
日
本
労
働
社
会
学
会
」
の
設
立
に
も
寄
与
し
、
初
代
代

表
幹
事
を
務
め
た
。 

こ
の
背
後
に
は
、
著
者
を
東
京
女
子
大
学
に
招
い
た
社
会
学
者
、
古
屋
野
正

伍
氏
の
意
図
が
あ
っ
た
。「
調
査
を
し
て
得
ら
れ
た
事
実
を
理
論
化
し
て
い
く
能

力
を
ぜ
ひ
女
子
学
生
に
つ
け
て
や
っ
て
欲
し
い
」
と
い
う
期
待
で
あ
る
。「
女
性

の
社
会
学
研
究
者
」
と
い
う
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
の
採
用
と
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ

っ
て
研
究
者
へ
の
道
を
拓
い
て
下
さ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
稿
者
（
鎌
田
ゼ

ミ
卒
生
）
は
そ
う
し
た
学
び
を
し
て
こ
な
か
っ
た
と
後
悔
の
念
で
一
杯
で
あ
る
。

こ
の
点
、
著
者
は
社
会
科
学
の
研
究
職
は
女
性
に
向
い
て
い
る
と
呼
び
か
け
る

の
で
あ
る
。
ま
た
、
研
究
者
だ
け
で
な
く
、
本
書
は
す
べ
て
の
女
性
に
対
し
て

「
貴
女
は
ど
う
生
き
る
か
」
と
鋭
く
問
い
か
け
る
書
に
な
っ
て
い
る
。 

第
２
部
は
心
に
残
る
調
査
と
折
々
の
思
い
出
で
あ
る
。 

「
わ
た
し
流
調
査
論
」
の
章
で
、
著
者
は
、
実
証
主
義
社
会
学
で
名
高
い
北
海

道
大
学
文
学
部
・
鈴
木
栄
太
郎
ゼ
ミ
で
指
導
を
受
け
た
が
、「
理
論
仮
説
」
と
「
調

査
の
仕
掛
け
」
を
編
み
出
す
過
程
の
醍
醐
味
、
面
接
調
査
か
ら
「
新
し
い
事
実
」

を
発
見
す
る
喜
び
を
熱
く
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
現
在
を
生
き
、
何
ら
か
の

鎌
田
と
し
子
自
伝
を
読
ん
で 
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課
題
を
抱
え
る
人
に
と
っ
て
は
参
考
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。 

年
代
順
で
は
な
い
が
こ
こ
に
記
さ
れ
た
調
査
の
数
々
も
、
研
究
の
原
点
を
具

体
的
に
語
っ
て
く
れ
る
得
難
い
書
で
あ
る
。 

巻
末
に
付
さ
れ
た
社
会
調
査
年
表
、
業
績
書
（
著
書
、
学
術
論
文
、
社
会
調

査
報
告
書
）
一
覧
を
見
る
と
、
戦
後
の
日
本
社
会
の
農
村
と
都
市
、
炭
鉱
や
重

化
学
工
業
、
労
働
者
の
生
活
と
家
族
な
ど
、
そ
の
風
景
や
変
遷
が
浮
か
ん
で
く

る
。 最

後
の
章
「
〝
焚
書
〟
か
ら
〝
腐
蝕
書
〟
へ
―
―
セ
ピ
ア
色
の
ロ
ン
ド
ン
市

街
地
図
は
語
る
」
で
は
、
戦
時
下
、
思
想
統
制
の
恐
怖
か
ら
、
父
の
大
切
な
本

が
燃
や
さ
れ
た
り
、
土
に
埋
め
ら
れ
た
こ
と
は
「
文
化
的
殺
戮
」
で
あ
る
と
憤

る
。
の
ち
に
父
の
蔵
書
の
ひ
と
つ
、
貧
困
研
究
の
古
典
で
あ
る
チ
ャ
ー
ル
ズ
・

ブ
ー
ス
の
『
ロ
ン
ド
ン
市
民
の
生
活
と
労
働
』
が
読
み
た
く
な
っ
て
自
身
の
手

に
取
り
戻
し
た
。
貧
困
研
究 

に
向
か
う
こ
と
に
な
っ
た
運
命
を
感
じ
る
と
共

に
、
研
究
者
ブ
ー
ス
の
志
の
原
点
と
も
い
え
る
こ
の
地
図
は
、
当
時
す
で
に
大

都
市
で
あ
っ
た
ロ
ン
ド
ン
で
悉
皆
調
査
を
実
施
し
、
住
民
の
暮
ら
し
ぶ
り
の
程

度
別
に
色
分
け
し
た
地
図
を
作
製
す
る
と
い
う
実
証
主
義
の
原
点
と
も
な
っ
た

と
著
者
は
評
価
す
る
。 

本
書
は
、
読
む
人
そ
れ
ぞ
れ
に
「
志
」
を
問
う
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。 

 

【
著
書
】 

鎌
田
と
し
子
・
鎌
田
哲
宏
著
『
社
会
諸
階
層
と
現
代
家
族
―
―
重
化
学
工
業
都
に

お
け
る
労
働
者
階
級
の
状
態Ⅰ

』
御
茶
の
水
書
房 

１
９
８
３
年 

鎌
田
哲
宏
・
鎌
田
と
し
子
著
『
日
鋼
室
蘭
争
議
三
〇
年
後
の
証
言
―
―
重
化
学
工

業
都
市
に
お
け
る
労
働
者
階
級
の
状
態Ⅱ

』
御
茶
の
水
書
房 

１
９
９
３
年 

鎌
田
と
し
子
著
『
男
女
共
生
社
会
の
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
―
―
労
働
と
生
活
の

社
会
学
』
サ
イ
エ
ン
ス
社 

１
９
９
５
年 

鎌
田
と
し
子
著
『「
貧
困
」
の
社
会
学
―
―
労
働
者
階
級
の
状
態
』
御
茶
の
水
書

房 

２
０
１
１
年 

著
書
・
共
著
・
編
著
他
８
冊
。 

 
 
 

（
共
著
者
鎌
田
哲
宏
氏
は
、
著
者
の
夫
で
あ
り
、
仕
事
の
相
棒
で
あ
る
） 

【
学
術
論
文
】 

「
賃
金
労
働
者
家
族
の
生
活
周
期
」
『
社
会
学
評
論
』
第
１
８
巻
２
号 

日
本
社

会
学
会 

１
９
６
７
年 

他
４
８
件 

【
社
会
調
査
】 

「
室
蘭
市
労
働
者
の
階
層
別
生
活
構
造
調
査
」
（
富
士
鉄
・
下
請
企
業
）
１
９
６

４
年 

他
７
９
件 

【
社
会
調
査
報
告
書
】 

「
農
村
家
庭
に
お
け
る
保
育
の
実
態
―
―
社
会
層
に
よ
る
差
異
を
中
心
に
し
て
」 

『
保
育
研
究
』
第
２
号 

北
海
道
保
育
専
門
学
院
紀
要 

１
９
６
３
年 

他
１
６
冊 

 

★
補
記
（
編
集
部
） 

本
書
は
私
家
版
の
非
売
品
で
す
が
、
入
手
を
希
望
さ
れ
る
方
は
編
集
部
の
村
野
宛

て
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は
以
下
。 
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